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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、「親性」を活性化することによる生活習慣改善プロ

グラムの開発に示唆をえることであった。幼児から中学生の子を持つ親に対し調査をし、その

上で介入プログラムを実施した。親性、生活習慣、子どものかかわりは、介入群が高かったも

のの、有意差は認められなかった。親性を高めるプログラムの再構築と検証が必要である。  
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine whether a newly developed 
lifestyle modification program helped revitalize “parenthood.” First, an examination 
was conducted for parents with children ranging from infants to junior high school 
students. Moreover, an intervention program was carried out. The scores of the 
intervention group on the variables of parenthood, lifestyle, and parents’ attitude 
toward child rearing were higher than those of the control group were. However, the 
differences were not significant. Therefore, this program needs to be reconstructed and 
its effectiveness needs to be verified. 
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１．研究開始当初の背景 

生活習慣病は、わが国の死亡原因の約 6割、

医療費においては約 3 割を占め、医療経済も

含めた国勢にかかわる重要課題である。生活

習慣病の中でも特に、心疾患、脳血管疾患等

の発症の重要な危険因子である糖尿病、高血

圧症、脂質異常症等の有病者やその予備群が、

働き盛りの壮年期である世代の男性におい

て増えている。 

壮年期は不健康な生活習慣であっても、健
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康状態に影響されない時期であり、それ故長

く不適切な食生活や運動不足等の不健康な

生活習慣が継続される可能性が大きい。また、

壮年期男性は、喫煙率が高いことも危惧され

る。男性の健康への関心は、どの世代におい

ても女性より低く、健康的な生活は、40代男

性では 1.6%と非常に低い。壮年期男性は、健

康への関心も低く、生活も不健康であるとい

う実態がある。 

一方で、壮年期の働き盛りの世代はいわゆ

る子育て最中の親世代でもあり、発育成長過

程の子どもと同居している場合が多い。子ど

もは親の生活習慣に影響を受けざるを得な

い環境下にあり、壮年期である親世代からの

生活習慣が子どもに継承され、子どもの生活

習慣が形成される重要な時期にもあたる。 

２．研究の目的 

 本研究では、親になることにより発達する

人格的特性である「親性」を活性化させるこ

とにより、壮年期の親世代の生活習慣の改善

及び QOLの向上と親子の健康の保持増進に役

立つプログラムの開発に示唆を得ることを

目的とした。具体的には、(1)親性の発達と

生活習慣の関連について検討し、親性活性化

因子を同定する。(2)親である壮年期男性の

健康管理能力と親性、親心の関連について検

討する。(3)親性を活性化させるプログラム

を開発、実施し、プログラムの評価を行う。

評価の際には、不健康な生活習慣であっても、

健康状態に影響されない壮年期男性である

対象の特徴に鑑み、基本的な人間の生活側面

が反映される WHO/QOL-26を用い、検討する。 

３．研究の方法 

(1)親性の発達と生活習慣、QOLの関連に関す

る研究 

①研究対象 

A 町において、2009 年 6 月から 2010 年 3

月までに実施された 1 歳 6 か月児健康診査、

2 歳児歯科健康診査、3歳児健康診査、4 歳児

健康相談の対象幼児の親及び A町立の 3つの

小学校に在籍する児童の親 1,232人であった。 

②調査内容 

調査内容は、性別と属性(年代、学歴、配

偶者の有無、子どもの数)、「親性」尺度（15

項目）、WHO-QOL26、親の生活習慣(10項目)

と子どもへの健康配慮項目(14項目)及び食

事配慮項目(13項目)であった。 

③分析方法 

 各調査項目を得点化し、子どもの数、第一

子の年齢区分別では、Kruskal-Wallis 検定、

性別では Mann-Whitneyの U 検定、親性得点

と各項目得点との関連を Spearmanの順位相

関係数で検討した。さらに、親性得点の高低

群の 2群に区分し、各項目の得点を

Mann-Whitneyの U検定で比較した。 

(2)親である壮年期男性の健康管理能力と親

性の関連に関する研究 

①調査対象と調査内容 

B 町において、2010年 8月から 2010年 12

月までに実施された 1 歳 6 か月児健康診査、

3 歳児健康診査、4 歳児健康相談の対象幼児

の両親 57組に対し、親性尺度と健康管理に

関する項目について調査を実施した。 

②分析方法 

 健康管理ができる群、できない群において、

親性得点について Mann-Whitneyの U 検定で

比較した。 

(3)親性活性化プログラムの開発と評価に関

する研究 

①調査対象と調査内容 

 A町立の中学校 4 校に在籍する生徒の両親

1,180 人に対し、1)と同様の調査を実施した。 

②介入プログラムの実施 

介入プログラムの実施の前に、対照群、介

入群ともに、子ども対象の生活習慣病予防健

診(身長、体組成、骨密度、血圧、血液検査(貧

血・脂質・血糖・肝機能等)及び生活習慣(食

事、運動、生活リズム)の調査を実施した。

それらの結果をもとに、両群の子どもと親に

対しては、文書にて結果説明と個々人の生活

習慣アドバイスを配布した。また、両群の子



 

 

どもに対しての生活習慣病に関して、及び食

事に関する健康教育を実施した。 

介入群への介入プログラムとして、子ども

の生活習慣予防健診の結果についての保健

指導を親子一緒の面談にて実施した。面談の

際には、親の生活習慣病への関心を高めるた

めに、非侵襲性の健康チェック(血圧、体組

成、骨密度、四肢血圧の測定)も同時に実施

した。 

③分析方法 

 介入群、対照群において、親性得点、生活

習慣得点、子どもの生活習慣配慮得点につい

て Mann-Whitneyの U検定で比較した。 

④倫理的配慮 

本研究は、弘前大学医学研究科倫理委員会

の承認を得て実施した。対象者に対してプイ

バシーの保護、調査の趣旨等を書面及び口頭

で説明し、封書で調査票及び同意書を得た。 

４．研究成果 
(1)親性の発達と生活習慣、QOLの関連に関す
る研究 

 1歳から 11歳の子どもを持つ親における親

性得点は、父親 11.4点、母親 10.8点と父親

が有意に高かった。WHO-QOL26 の領域 QOL 値

別では、父親が心理的領域で有意に高く、社

会関係は母親の方が高かった。生活習慣得点、

子どもへの健康配慮得点、食事配慮得点は、

母親の方が高かった。父親、母親とも親性得

点と生活習慣、子どもへの健康配慮、食事配

慮に正の相関が認められた。また、父親、母

親とも親性得点と WHO-QOL26のすべての領域

QOL値において正の相関が認められた。 

子どもの数、第一子の年齢区分別には、有

意差は認められなかった。子どもの母親の親

性高得点群の生活習慣、子どもへの健康配慮、

食事配慮、領域 QOL 値すべての得点は、低得

点群より有意に高かったが、父親の親性高得

点群は、生活習慣、領域 QOL 値すべての得点

は低得点群より有意に高かったが、子どもへ

の健康配慮、食事配慮得点に有意差は認めら

れなかった。すなわち、母親では、親性高得

点群の方がより良好な生活習慣を有し、子ど

もへの配慮、自身の QOL も良好であったが、

父親では親性と自身の生活習慣および QOLの

関連が認められた。 

母親では、親性と親自身の生活習慣や QOL、

子どもへの健康・食事配慮と関連が認められ、

親性を高めることが親自身の QOLの向上及び

親子の良好な生活習慣につながる、あるいは、

子どもの生活習慣への配慮を促すことや自

身の生活習慣を良好にすることが親性を高

めることにつながる可能性が示唆された。一

方、父親では子どもの健康・食事への配慮や

関心を促すより、親性を高めることにより、

自身の生活習慣を良好にする、あるいは QOL

を高めることにつながる可能性が示唆され

た。 

(2)親である壮年期男性の健康管理能力と親

性の関連に関する研究 

父親母親で親性得点、自身の健康管理に差

は認められなかった。また、父親母親とも親

性得点と属性に差は認められなかった。自身

の健康管理の有無の二群について、親性得点、

および親性尺度の下位項目について比較し

たところ、父親は健康管理できる群が親性得

点および下位項目 8項目について有意に高く、

母親では下位項目の「必要とされる存在」の

みについてだけであった。親である壮年期男

性の健康管理能力を高めるためには、親性を

高める支援が有効であることが示唆された。 

(3)親性活性化プログラムの開発と評価に関

する研究 

介入群、対照群ともに回収率、性別の比率

に差はなかった。また、親性得点、生活習慣

得点、子どもの生活習慣配慮得点は介入群が

高かったものの、有意差は認められなかった。 

介入プログラムが親性を高める、あるいは親

自身の良好な生活習慣に影響を与えるまで

に至らなかったと思われる。 

しかしながら、(1)、(2)の研究結果により、

父親、母親ともに、親性と親自身の生活習慣



 

 

や QOLとの関連や、特に父親に関しては、親

性を高めることと健康管理能力に関連が認

められたことから、親性を高める更なるプロ

グラムの再構築と検証が必要である。 
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